
 

 

 

 

短い夏休みでしたが、２学期スタート！ ２学期は団結ステージです。残暑に負けず、力

を出し尽くす生徒の皆さんの姿を期待しています。 

 

校長式辞 
 １７日間の夏休みが終わり、こうして皆

さんと２学期を迎えることができ、大変う

れしく思います。１学期の終業式では、イ

チロー選手に関わるＣＭを紹介しながら、

「努力を楽しむ」とか「逆風をチャンスに

変える」など、コロナに負けず頑張ろうと

いうお話をしました。短い期間でしたが。

何か１つでも「これを頑張った」と言える

ものがありましたか。

今から始まる２学期

も、仲間と協力しな

がら、そんな思いで

授業や行事、部活動

に取り組みましょう。 

 

 ところで、皆さん

は「イソップ物語」っ

て知っていますか。最も代表的なものは「ウ

サギとカメ」でしょうか。その他にも「アリ

とキリギリス」「王様の耳はロバの耳」「う

そをつく子供（オオカミ少年）」など、多く

の寓話（ぐうわ）があります。その中に「レ

ンガ職人」というお話が出てきます。 

 

 要約すると････ 

 ある時、旅人が、道の途中でレンガを積

んでいる３人の職人に、それぞれ「何をし

ているのか？」とたずねた。 

 ３人とも、ただ黙々とレンガを積むとい

う作業を、一人目は「レンガを積んでるの

さ」と答え、二人目は「大きな壁を作ってる

のだ」と答えた。 

 そして三人目は、「歴史に残る偉大な大聖

堂をつくってるんだ！素晴らしいだろう！」

と答えた。 

 

こんなお話です。しかも、一人目の「レン

ガを積んでいるのさ」と答えた職人は、こ

んな愚痴をこぼします。「腰は痛くなるし、

手はこのとおり。なんで、こんなことばか

りしなければならないのか、まったくつい

てないね････。」 

 それに対して、三人目の「大聖堂をつく

ってるんだ。素晴らしいだろう。」と答えた

職人は、全く愚痴などを口にせず、やる気

に満ちて仕事に励んでいました。 

 このお話から見えてくることは、どんな

仕事でも、その意味をきちんと理解して見

通しをもって取り組めば、やりがいにつな

がり成果も上がるということです。この中

で一番モチベーション高く仕事をしている

のは、明らかに３番目の職人です。目的が

しっかりしていて、その目的を果たすこと

でどのような貢献ができるのかを自分で考

えるからこそ、より良い仕事をしようと積

極的な姿勢が生まれています。 

 

 今日から新学期が始まります。２学期は、

期間が長く、授業の時数も多い上に、二大

行事もある盛りだくさんの学期です。皆さ

んは今、学校へ毎日登校することや勉強を

すること、友達と協力して行事に取り組む

ことに、どんな意味づけをしていますか。

毎日の宿題にも、これが自分のどんな力を

伸ばすことにつながるのかを考えています

か。嫌々やらされているなんて思っていま

せんか。 

 人は気持ちの持ち方で行動が変わりやす

いものです。また、それにともなって負担

感も充実感も大きく影響されるでしょう。

 



この２学期、是非、気持ちを切らず前向き

な姿勢で乗り越えてください。皆さん一人

ひとりにとって充実した学期になることを

期待しています。 

 以上で、始業式の式辞といたします。 

  

 

 

 

 

 

３ 人のレンガ職人の話 

 世界中をまわっている旅人が、ある町外れの一本道を歩いていると、一人の男が道の脇で難しい

顔をしてレンガを積んでいた。旅人はその男のそばに立ち止まって、「ここでいったい何をしてい

るのですか？」と尋ねた。 

「何って、見ればわかるだろう。レンガ積みに決まっているだろ。朝から晩まで、俺はここでレン

ガを積まなきゃいけないのさ。あんた達にはわからないだろうけど、暑い日も寒い日も、風の強い

日も、日がな一日レンガ積みさ。腰は痛くなるし、手はこのとおり。」男は自らのひび割れた汚れた

両手を差し出して見せた。「なんで、こんなことばかりしなければならないのか、まったくついてな

いね。もっと気楽にやっている奴らがいっぱいいるというのに・・・」 

 旅人は、その男に慰めの言葉を残して、歩き続けた。 

 

 もう少し歩くと、一生懸命レンガを積んでいる別の男に出会った。先ほどの男のように、辛そう

には見えなかった。旅人は尋ねた。「ここでいったい何をしているのですか？」 

「俺はね、ここで大きな壁を作っているんだよ。これが俺の仕事でね。」 

「大変ですね」旅人はいたわりの言葉をかけた。 

「なんてことはないよ。この仕事のおかげで俺は家族を養っていけるんだ。ここでは、家族を養っ

ていく仕事を見つけるのが大変なんだ。俺なんて、ここでこうやって仕事があるから家族全員が食

べいくことに困らない。大変だなんていっていたら、バチがあたるよ」 

 旅人は、男に励ましの言葉を残して、歩き続けた。 

 

 また、もう少し歩くと、別の男が活き活きと楽しそうにレンガを積んでいるのに出くわした。 

「ここでいったい何をしているのですか？」旅人は興味深く尋ねた。 

「ああ、俺達のことかい？俺たちは、歴史に残る偉大な大聖堂を造っているんだ！」 

「大変ですね」旅人はいたわりの言葉をかけた。 

「とんでもない。ここで多くの人が祝福を受け、悲しみを払うんだぜ！素晴らしいだろう！」 

 旅人は、その男にお礼の言葉を残して、また元気いっぱいに歩き続けた。 

 
夏休み中にトイレの洋式化工事を行いました 
夏休み中に校内２８ヶ所のトイレの洋式化工事を行いました。新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止対策でもあります。流すときはフタをして流し

てください。記録的な暑さとなった今年の夏でしたが、業者の皆さんが一

生懸命設置していただきました。丁寧に使ってください。 

 

学習支援員が追加配置されるようになりました 
新型コロナ対策による補習等支援事業により、2 学期から田村邦雄先生が勤務されます。生徒の皆さ

んとは、週に 1 回程度数学の授業で学びを共にすることになります。数学の授業内容で分からないとこ

ろがあれば気軽に質問してください。 

 

 

                                （文責:教頭 亀家達夫） 

本校ホームページにはカラーで掲載されています。また新着情報もあります。ぜひ御覧ください。 
http://mori-school.jp/asahi-jh 


